
年間授業計画

高等学校 令和７年度      教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

1

合計

70

1

３
学
期

G 単元　社会と人間
【知識及び技能】
文章を読み、自分の意見や考えを論述する方
法を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
主題を的確に理解し、身の周りに引き寄せて
考える。

・指導事項
岡田美智男「『弱いロボット』の誕生」
「弱いロボット」の開発意図を理解し、人と
の間に生まれた関係性について考えを深め
る。
・教材
標準現代の国語、新国語便覧

〇 〇

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い分
けができているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができるか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたり
し、学びを深めようとしているか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択
することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

7

6

H　単元　現代と社会
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
有限な資源をどうのように活用していく、今
後の日常生活にも繋げて考える。

・指導事項
鷲谷いづみ「イースター島になぜ森がないの
か」
イースター島の歴史について理解し、筆者が
提示する人類と生態系のあり方について考察
する。
・教材
標準現代の国語、新国語便覧

〇 〇

学年末考査

２
学
期

D 単元　言葉が開く世界
【知識及び技能】
言葉には認識や思考を支えるはたらきがある
ことを理解する。例示などの修辞を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えや事柄が的確に伝わるように、根
拠の示し方や説明のしかたを工夫する方法を
学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉のはたらきを理解し、日常生活で生か
す。

・指導事項
本田弘之「言語としてのピクトグラム」

ピクトグラムが持つ「言語」としての機能を
理解し、言語表現の多様性について考えを深

める。
・教材

標準現代の国語、新国語便覧

〇 〇

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い分
けができているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができるか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたり
し、学びを深めようとしているか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択
することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

定期考査

E 単元　人間と文化
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
調べたことを整理して、説明資料にまとめる
方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
水のとらえ方の違いから視点を広げ、西洋と
東洋の違いについて興味を持つ。

・指導事項
山崎正和「水の東西」
東西の対比関係を用いながら、日本の水文化
に見られる特徴について論じる叙述の方法を
把握する。
・教材
標準現代の国語、新国語便覧
・一人１台端末
西洋と東洋の違いを調べ、まとめる。

〇 〇

F　単元　社会と人間
【知識及び技能】
常用漢字を文や文章の中で活用する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
仕事の意義、役割を理解する。

・指導事項
内田樹「人はなぜ仕事をするのか」
本文で使われている「パス」という言葉の意
味を考え、筆者が述べる仕事の本質について
考察する。
・教材
標準現代の国語、新国語便覧

6

7

〇 〇

1

6

〇 〇

7

（　１～５組：白戸　　）

領域
評価規準 知 思 態

１
学
期

〇 〇

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い分
けができているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができるか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたり
し、学びを深めようとしているか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択
することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

期末考査 1

7

7

1

7

5

C 単元　世界を広げる
【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えや事柄が的確に伝わるように、根
拠の示し方や説明のしかたを工夫する方法を
学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
読書の意義と効用を理解し、日々の読書活動
に繋げる。

・指導事項
又吉直樹「なぜ本を読むのか」
筆者の考える読書の効用について、文章構成
をもとに理解し、自分に照らして考えを深め
る。
・教材
標準現代の国語、新国語便覧

D 単元　現代と社会
【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
世界の情勢について積極的に調べ、自分の考
えを持つ。

・指導事項
黒柳徹子「黄色い花束」
コソボの話題を筆者の子供時代の話題との関
係を把握し、子供たちに対する筆者の思いに
ついて考えを深める。
・教材
標準現代の国語、新国語便覧
・一人１台端末の活用
世界で起こっている紛争や地雷について調
べ、現状を把握する。

〇 〇

期末考査

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

A 単元　世界を広げる
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を把握する方法を学ぶ。

・指導事項
手塚治虫「世界は謎に満ちている」
「世界は謎に満ちている」ことを説明するた
めの工夫を、文章の構成や取り上げた事例か
ら把握する。
・教材
標準現代の国語、新国語便覧

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

定期考査

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量
を増やすとともに、話や文章の中で使うことを通して、必要な国
語の知識や技能を身に付けるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
し、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広
げたり深めたりすることができるようにする。

『標準　現代の国語』　第一学習社

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深め、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

現代の国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって
読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手と
しての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る態度を養う。



年間授業計画

高等学校 令和７年度      教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

合計

70

6

学年末考査

唐詩の世界
漢詩のきまり
〔歴史の窓〕

・表現や技法（押韻や対句）に留意して漢詩
を鑑賞し、古代中国の人々が自然や人事に向
けた思いを読み取る。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈する。
・作品の歴史的・文化的背景を理解する。
・漢詩のきまりを理解する。

〇 〇

・表現の技法とその効果について理解している。（(1)オ)
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の仕
方、表現の特色について評価している。（B(1)ウ）
・漢詩のきまりを進んで理解し、学習の見通しをもって漢
詩を鑑賞しようとしている。

7

1

1

３

学

期

伊勢物語
古文を読むために４
〔歴史の窓〕

・話の中で和歌が果たしている役割を押さ
え、歌物語の特徴と読み解き方を理解する。
・歌物語という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈する。
・「東下り」では課題に応じて調査する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・「歴史の窓」と「筒井筒」の課題を踏まえ
て、作品の歴史的・文化的背景を理解する。
・主として助動詞について、文語のきまりを
理解する。

〇

・我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果につ
いて理解している。（(1)オ)
・「読むこと」において、作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（B(1)イ）
・俳句の形式や表現を進んで理解し、学習の見通しをもっ
て俳句文芸に親しもうとしている。

〇

・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文
語のきまりや古典特有の表現などについて理解を深めてい
る。（(2)ウ)
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。
（B(1)ア）
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って和歌の果た
す意味を捉えようとしている。

5

期末考査

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの
文化的背景について理解を深め、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ウ)
・「読むこと」において、作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（B(1)イ）
・老婆の語る論理を、叙述を基に読み解き、下人がどのよ
うに判断したか、説明しようとしている。

7

手毬唄 ・我が国の伝統文化の一つである俳句の鑑賞
のしかたを理解し、近代を代表する俳人の作
品を味わう。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈する。
・我が国の言語文化に特徴的な、俳句の表現
の技法とその効果について理解する。

〇 〇

1

羅生門（芥川龍之介）
文学のしるべ

・下人の行動や心理をもとに場面の展開を捉
え、老婆の語る論理が下人の決断に与えた影
響を読み取る。
・小説という文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などを的確に捉える。
・作品に表れているものの見方、感じ方、考
え方を捉え、内容を解釈する。
・作品の成立した背景を踏まえて、内容の解
釈を深める。
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・読書の意義と効用を理解する。

〇 〇

1

２

学

期

訓読に親しむ
漢文を読むために

・漢文を訓読するための基礎知識として、返
り点の種類と使い方を習得する。
・漢文を訓読するための基礎知識として、助
字のはたらきと意味を習得する。
・漢文を訓読するための基礎知識として、再
読文字の種類と読み方を習得する。
・故事成語や格言に多く触れることにより、
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・我が国の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
・訓読のきまりを理解する。

〇 〇

・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な訓
読のきまり、古典特有の表現などについて理解を深めてい
る。（(2)ウ）
・「読むこと」において、文章に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（B(1)イ）
・これからの学習に見通しをもって、漢文訓読の基礎知識
を積極的に身につけようとしている。 7

蛇足 ・漢文の訓読に慣れるとともに、現在使われ
ている言葉が漢文に由来することを知る。
・文章の種類を踏まえて、たとえ話を読み解
き、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈する。
・作品の歴史的・文化的背景を理解する。
・訓読のきまりを理解する。
・故事成語の由来となった話を読み、古典の
言葉と現代の言葉とのつながりについて理解
する。

〇 〇

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの
文化的背景について理解を深め、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ウ)
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。
（B(1)ア）
・故事成語の由来となった話を積極的に読み、わかった内
容を工夫してまとめようとしている。

7

中間考査

期末考査

6

絵仏師良秀
古文を読むために３

・古文における人物造形のおもしろさを読み
味わい、古文の世界への親しみを深める。
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主として動詞の活用について、文語のきま
りを理解する。

〇 〇

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの
文化的背景について理解を深め、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ウ)
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。
（B(1)ア）
・積極的に説話を読み、叙述に基づいて人物造形のおもし
ろさを捉えている。

7

児のそら寝
古文を読むために１

・古典の文章に慣れるとともに、現代に通じ
る話のおもしろさや人間描写の巧みさを知
る。
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主として歴史的仮名遣いや古今異義語につ
いて、文語のきまりを理解する。

〇 〇

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの
文化的背景について理解を深め、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ウ)
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。
（B(1)ア）
・積極的に説話を読み味わい、互いに話のおもしろさを伝
え合おうとしている。

〇

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの
文化的背景について理解を深め、語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)ウ)
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。
（B(1)ア）
・積極的に説話を読み味わい、互いに話のおもしろさを伝
え合おうとしている。

7

中間考査 1

思 態 配当
時数

１

学

期

とんかつ（三浦哲郎）
文学のしるべ

・謎の母子の登場に始まる話の構成と展開を
理解し、せりふや行動から人物像と心情を読
み取る。
・小説という文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などを的確に捉える。
・作品に表れているものの見方、感じ方、考
え方を捉え、内容を解釈する。
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・読書の意義と効用を理解する。

〇 〇

・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章
の中で使用している。（(1)イ）
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。
（B(1)ア）
・冒頭から母子の滞在の目的がわかるまでを注意深く読
み、構成と展開の工夫について批評している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

6

古文の学習
〔古典のしるべ〕平仮名の誕生

・我が国の言語文化についての理解を深める
ために、古典の世界に親しむことの意義を知
る。
・「古典のしるべ」を活用し、時間の経過に
よる文字の変化について理解する。 〇

 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を
深めることができるようにする。

 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸
ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考
えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会
に関わろうとする態度を養う。

（　１～５組：白戸、堀川、羽鳥　　　　）

『標準　言語文化』　第一学習社

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

国語 言語文化
国語 言語文化 2

言葉のもつ価値への認識を深め、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

〇 18

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

地球的課題と国際協力
【知識及び技能】世界のさまざま
な課題について理解する
【思考力、判断力、表現力等】課
題に対する取り組みを考える
【学びに向かう力、人間性等】さ
まざまな課題を理解し，解決して
いこうとする力を養う

地球環境問題
資源・エネルギー問題
食糧問題　他

【知識・技能】
世界のさまざまな課題について理解した
【思考・判断・表現】
世界の抱える課題に対する取り組みを考えた
【主体的に学習に取り組む態度】
さまざまな課題を解決するためにより深く理
解しようと努力した

〇 〇

〇 12

定期考査
○ ○ 1

〇 12

定期考査 ○ ○ 1２
学
期

世界の気候と人々の生活
【知識及び技能】気候とその仕組
みを考える
【思考力、判断力、表現力等】気
候と生活について考える
【学びに向かう力、人間性等】気
候に関心をもち理解しようと努力
する

気候要素と気候因子
熱帯・乾燥帯・温帯・亜寒帯・寒
帯と人々の生活

【知識・技能】
気候とその仕組みを理解した
【思考・判断・表現】
気候と生活について考えを深めた
【主体的に学習に取り組む態度】
気候に関する知識を深め理解しようと努力し
た

〇 〇

世界の言語・宗教と人々の生活
【知識及び技能】宗教・歴史・産
業について理解する
【思考力、判断力、表現力等】さ
まざまな地域に応用し考える
【学びに向かう力、人間性等】宗
教や産業などの文化について考え
理解しようと努力する

世界の宗教
歴史的背景と人々の生活
世界の産業と人々の生活

【知識・技能】
宗教・歴史・産業について理解した
【思考・判断・表現】
宗教・歴史・産業について地域ごとに考えを
深めた
【主体的に学習に取り組む態度】
宗教や産業など文化について理解しようと努
力した

〇 〇

定期考査 ○ ○

8

定期考査
○ ○ 1

自然環境と防災
【知識及び技能】自然災害につい
て理解する
【思考力、判断力、表現力等】防
災について考える
【学びに向かう力、人間性等】自
らの問題として考える

地震と津波
火山災害と防災
気象災害と防災
自然災害への備え

【知識・技能】
自然災害について理解した
【思考・判断・表現】
防災について考えを深めた
【主体的に学習に取り組む態度】
防災を自らの問題として理解した

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

地図でとらえる現代世界
【知識及び技能】地図や国家の領
域等について理解する
【思考力、判断力、表現力等】時
差や領土問題について考える
【学びに向かう力、人間性等】地
図を積極的に活用する　　地図の
図法や現代世界について理解しよ
うと努力する

地図と図法
地球上の位置と時差
国家と領域
国家間の結びつき

【知識・技能】
地図や国家の領域等について理解した
　【思考・判断・表現】
時差や領土問題について考えを深めた
【主体的に学習に取り組む態度】
地図を使いこなせるようになった
地図の図法・現代世界について理解した

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

世界の地形と人々の生活
【知識及び技能】地形とその成り
立ちを理解する
【思考力、判断力、表現力等】地
形と生活について考える
【学びに向かう力、人間性等】地
形に関心をもち理解しようと努力
する

大地形
小地形
人々の生活

【知識・技能】
地形とその成り立ちを理解した
【思考・判断・表現】
地形と生活について考えを深めた
【主体的に学習に取り組む態度】
地形に関心をもち理解しようと努力できた

○ ○ ○ 10

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理に関する情報を適切かつ効果的に調べまと
める技能を身につける

地理的な課題の解決に向けて構想・考察・説
明・議論する力を養う

よりよい社会の実現を視野にその課題を主体的
に追求・解決しようとする態度を養う

高等学校新地理総合

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】地理や歴史に関する情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける

地理的歴史的な課題の解決に向けて構想・考察・説明・議論する力を養う

よりよい社会の実現を視野にその課題を主体的に追求・解決しようとする態度を養う

地理歴史 地理総合
地理歴史 地理総合 2



年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

70

〇 6

いまの私たちにつながる課題
自由・制限の観点から、これまでの学習
を振り返り、貿易に関する諸資料を活用
して、現代的な諸課題との関連を考察
し、探究した結果を表現する。また、近
代化と私たちで表現した問いを振り返
り、新たに加わった視点や理解が深まっ
たと考えられる点についてまとめる。

いまの私たちにつながる課題
・教材
教科書、副教材、プリント　など

【知識・技能】
　対立・協調の観点から、ペリー来航後の国内対立、超然
内閣をめぐる対立、対ロシア政策をめぐる対立に関する諸
資料をもとに情報を適切かつ効果的にまとめ、現代的な諸
課題に関わる近代化の歴史を理解できている。
【思考・判断・表現】
・対立・協調の観点から、ペリー来航、帝国議会の運営、
対ロシア政策でそれぞれの勢力が描いた政治構想を比較し
て、これまでの学習を振り返り、資料を活用して、現代的
な諸課題との関連を考察し、探究した結果を表現できてい
る。

〇 〇 〇

6

合計

３
学
期

帝国主義、日露戦争と韓国併合
①日露戦争から韓国併合に至る過
程について理解する。
②日露戦争の勝利がアジア諸地域
に与えた影響について、中国を具
体的な事例として考察し、理解す
る。

帝国主義、日露戦争と韓国併合

・教材
教科書、副教材、プリント　など

【知識・技能】
・帝国主義時代のおもな分割対象がアフリカと太平洋
海域であったことを理解できている。
　【思考・判断・表現】
・資料や図版などから、大日本帝国憲法の特徴につい
て考察し、表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日露戦争とその影響について、見通しをもって学習
に取り組もうとしている。

〇 〇

大日本帝国憲法、日本の産業革命
と日清戦争

・教材
教科書、副教材、プリント　など

【知識・技能】
・大日本帝国憲法の制定過程や憲法の内容を理解できてい
る。・日清戦争の原因と結果を理解できている。
【思考・判断・表現】
・資料や図版などから、産業革命による生産様式の変化や
貿易への影響について考察し、表現できている。・列強間
における国際関係の再編がおよぼした影響について考察
し、表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本における産業革命の進展や日清戦争の経過につい
て、見通しをもって学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 14

1

２
学
期

明治維新　富国強兵と文明開化
①江戸幕府の滅亡から明治政府成立の過程を
理解する。
②明治新政府がどのようにして天皇中心の新
国家を建設したかを考察し、理解する。
③明治政府の進めた富国強兵の具体的な内容
を理解する。
④欧米の産業技術の導入が日本の文化や生活
に与えた影響について考察し、理解する。

明治維新　富国強兵と文明開化

・教材
教科書、副教材、プリント　など

【知識・技能】
・大政奉還から王政復古の大号令を経て戊辰戦争がおこっ
た過程を理解できている。
【思考・判断・表現】
・資料や図版などから、明治政府の政策の新しい面とかわ
らなかった面について考察し、表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・富国強兵や文明開化が日本に与えた影響について、見通
しをもって学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 12

大日本帝国兼法、日本の産業革命と日清戦争
①自由民権運動が始まった背景やその後の展
開について考察し、理解する。
②大日本帝国憲法が制定される過程と憲法の
内容を理解する。
③大日本帝国憲法の特徴について考察し、理
解する。
④日清戦争に勝利した日本に対する列強の反
応について考察し、理解する

定期考査
○ ○

1 18世紀の世界とアジア
①18世紀のアジアにおける経済や文化の
発達と同時代のヨーロッパ諸国の対外進
出との関係について考察する。
②江戸時代の日本における産業の発達と
全国市場の形成を、いわゆる「鎖国」体
制と関連付けて考察し、理解する。

18世紀の世界とアジア
琉球と蝦夷地

・教材
教科書、副教材、プリント　など

【知識・技能】・アジア産の世界商品がヨーロッパでどのように扱われていた
かを理解できている。
・大西洋三角貿易の構造を理解できている。
・「鎖国」体制の形成過程を理解できている。
【思考・判断・表現】・18世紀のヨーロッパ人の中国観について資料をもとに
考察し、表現できている。
・貿易統制と産業発達の関係や全国市場の形成について考察し、表現できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】・18世紀のアジアと日本の概況やヨーロッパ
との関係について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○

8

日本開国期の国際情勢、開国後の日本
①日本が開国した頃、世界各地で数多く
の戦争や反乱がおこっていた理由を考察
し、理解する。
②開港前後における日本の政治状況につ
いて理解する。
③対外貿易の影響が倒幕運動にどのよう
に結びついたのかを考察し、理解する。

日本開国期の国際情勢、開国後の
日本

・教材
教科書、副教材、プリント　など

【知識・技能】「西洋の衝撃」に対するアジア諸地域の反
応について理解できている。
・列強が非欧米世界へ進出する一方で、たがいに対立する
こともあったことを理解できている。
【思考・判断・表現】・資料や図版などから、開港が社会
に与えた影響について考察し、表現できている。
・対外貿易と倒幕運動の関係について考察し、表現できて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】・開港と倒幕運動の関係
について、見通しをもって学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 7

産業革命。アヘン戦争と日本
①産業革命がイギリスにおける綿工業を中心
とした技術革新から始まったことを理解す
る。
②産業革命による工業生産の機械化･大規模化
と世界の結びつきの変化について考察する。
③アヘン戦争に清が敗れたことが、江戸幕府
の対外政策に与えた影響について考察する。

1産業革命アヘン戦争と日本

・教材
教科書、副教材、プリント 一人１
台端末の活用　等

知識・技能】・イギリスの三角貿易について理解できてい
る。
・アヘン戦争後、欧米諸国による東アジア進出が進んだこ
とを理解できている。
【思考・判断・表現】・資料や図版などから、外国船出没
の理由について考察し、表現できている。
・江戸幕府が対外政策を変化させた理由について考察し、
表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】・産業革命の過程と社会
問題の発生について、見通しをもって学習に取り組もうと
している。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

近代化への問い
①交通と貿易に関する諸資料をもとに問いを立てて、学習の
見通しをもつ。
②産業と人口に関する諸資料をもとに問いを立てて、学習の
見通しをもつ。
③権利意識と政治参加や国民の義務に関する諸資料をもとに
問いを立てて、学習の見通しをもつ。
④学校教育に関する諸資料をもとに問いを立てて、学習の見
通しをもつ。
⑤労働と家族のあり方に関する諸資料をもとに問いを立て
て、学習の見通しをもつ。
⑥移民に関する諸資料をもとに問いを立てて、学習の見通し
をもつ。

①交通と貿易
②産業と人口
③権利意識と政治参加や国民の義務
④学校教育
⑤労働と家族
⑥移民
・教材
教科書、副教材、プリントなど

【知識・技能】
・資料を利用して、交通の発達や貿易の拡大が近代化の重要な側面であること
を理解できている。
・資料を利用して、産業発達と人口増加の関連が近代化の重要な側面であるこ
とを理解できている。
【思考・判断・表現】
・諸資料から、日本で19世紀におこなわれた、身分を問わずに義務を課そうと
する動きや、同様に身分を問わずに権利を獲得しようとする動きの関係性につ
いて考察し、表現できている。
・諸資料から、学校教育の均質化・一般化が近代化に与えた影響について考察
し、表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学校教育の均質化・一般化について、見通しをもって学習に取り組もうとし
ている。
・産業革命にともなう労働や家族の変化について、見通しをもって学習に取り
組もうとしている。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

10

定期考査 ○ ○ 1

歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
近現代史の歴史の変化に関わる諸事情について世界とその
中の日本を広く相互的な視野からとらえ現代的な諸課題の
形成にかかわる近現代の歴史を理解するとともに、諸資料
から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまと
められる技能を身に着けるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを時
期や年代推移比較相互の関連や現代とのつながりなどに着目し
て、概念などを活用して多角的・多面的に考察したり歴史にみ
られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や考
察構想したことを効果的に説明したりそれらをもとに議論した
りする力を養う。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に追及解決しようとする態度を養う
とともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通じて涵養され
る日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や
他国の文化を尊重することの大切さについて自覚を深める。

歴史総合　わたしたちの歴史　日本から世界へ

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】地理や歴史に関する情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける

地理的歴史的な課題の解決に向けて構想・考察・説明・議論する力を養う

よりよい社会の実現を視野にその課題を主体的に追求・解決しようとする態度を養う

地理歴史 歴史総合
地理歴史 歴史総合 2



高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（1組：西塚,鈴木） （2組：秋澤，鈴木） （3組：西塚，上田） （4組：秋澤，西塚） （5組：上田，秋澤）

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数と式、データの分析、２次関数、図形と計量について理
解し、事象を数学的にとらえたり、数学的に処理する力を
身に着ける。

数学的事項の構成要素間の関係に注目し、その性質を見
いだし、論理的に考察する力を身につける。

数学を活用しようとする態度、数学的論拠に基い
て判断しようとする態度を養う。

最新数学Ⅰ　数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 基本的な計算問題を正確に解く処理能力を身につける。

問題解決の道筋を考えたり説明ができるようにする。

演習やワークシートに積極的に取り組み、数学の面白さを知ろうとする。

態 配当
時数

１

学

期

【知識及び技能】
①単項式や多項式を理解し、同類項をまとめ
たり加法・減法を正しく扱うことができる。
②基本的な展開と因数分解を正しく行うこと
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
複雑な式についても，項を組み合わせる，降
べきの順に整理するなどして見通しをよくす
ることで，因数分解をすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①単項式，多項式とその整理の仕方に関心を
もち，考察しようとする。
②展開と因数分解の関係に着目し，因数分解
の検算に展開を利用しようとする

・指導事項
第１章　数と式
第１節　整式
・整式とその加法，減法
・整式の乗法
・因数分解

・教材
最新数学Ⅰ
パラレルノート数学Ⅰ

【知識・技能】
ワークシート、ノート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
ノート、行動観察、提出物等

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

5

定期考査 ○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
①様々な分数や実数の種類を区別できる。
②基本的な平方根の計算を行うことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
①分数が有限小数や循環小数で表される仕組
みを考察できる。
②自然数，整数，有理数，実数の各範囲で，
四則計算について閉じているかどうかが考察
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
①今まで学習してきた数の体系について整理
し，考察しようとする。
②循環小数を分数で表す方法に興味・関心を
もつ。

・指導事項
第１章　数と式
第２節　実数
・実数
・根号を含む式の計算
・絶対値

・教材
最新数学Ⅰ
パラレルノート数学Ⅰ

【知識・技能】
ワークシート、ノート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
ノート、行動観察、提出物等

○ ○ ○

17

定期考査 ○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
①大小関係を不等号を用いて表現することが
できる。
②１次不等式を解き、その解を数直線上に図
示することができる
【思考力、判断力、表現力等】
①具体的な数に対して，不等式の解であるか
どうかを判断できる。
②不等式の性質を，数直線と対応させて考察
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
①不等号に等号が付いているものと付いてい
ないものの違いを考察しようとする。
②連立不等式の解を考察しようとする。

・指導事項
第１章　数と式
第３節　不等式
・不等式と数直線
・１次不等式
・連立不等式

・教材
最新数学Ⅰ
パラレルノート数学Ⅰ

【知識・技能】
ワークシート、ノート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
ノート、行動観察、提出物等

○ ○ ○

20

定期考査 ○ ○ ○ 1

○ 20

定期考査 ○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
①xの関数yが与えられたとき，xの値に対す
るyの値を求めることができる。
②y=f(x)やf(x)の表記を理解しており，関数
の値f(a)を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①2次関数y=a(x-p)^2+qのグラフの頂点，軸
について理解している。
②y=ax^2+bx+cのグラフをかくためには，
y=a(x-p)^2+qの形に変形する必要があること
を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
①日常生活に見られる具体例から関数を見つ
けようとする。
②日常生活に見られる具体例から関数を見つ
けようとする。

・指導事項
第３章　２次関数
第１節　２次関数とグラフ
・関数とグラフ
・平方完成

・教材
最新数学Ⅰ
パラレルノート数学Ⅰ

【知識・技能】
ワークシート、ノート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
ノート、行動観察、提出物等

○ ○

【知識及び技能】
①2次関数の最大値，最小値を求めることが
できる。
②与えられた条件を関数の式に表現し，2次
関数を決定することができる。
③2次方程式を解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①2次関数が最大値または最小値をもつこと
を，グラフを使って，理解しようとする。
②2次方程式が実数解や重解をもつための条
件を式で示すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①身近な問題を，2次関数の最大・最小の考
えを活用して解決しようとする
②2次方程式がどんな場合でも解けるよう
に，解の公式を得て，それを積極的に利用し
ようとする。

・指導事項
第３章　２次関数
第１節　２次関数とグラフ
・最大と最小
・２次関数の決定
第２節　２次方程式と２次不等式
・２次方程式
・２次不等式

・教材
最新数学Ⅰ
パラレルノート数学Ⅰ

３

学

期

【知識及び技能】
①三角比は，直角三角形の辺の比であること
を理解している。
②直角三角形においてsin⁡A，cos⁡A，tan⁡Aの値
を求めることができる。
③三角比の表を用いて，三角比の値や角を調
べることができる。
④三角比の相互関係を用いて，三角比の1つ
の値から残り2つの三角比の値を求めること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①座標を用いた鈍角の三角比の定義を理解し
ている。
②三角比と三角形の面積の関係を考察するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①三角比の相互関係を調べようとする。
②三角比の相互関係が鈍角のときも成り立つ
ことを調べようとする。

・指導事項
第４章　図形と計量
第１節　三角比
・鋭角の三角比
・相互関係
・三角比の拡張
・正弦・余弦定理
・三角形の面積

・教材
最新数学Ⅰ
パラレルノート数学Ⅰ

【知識・技能】
ワークシート、ノート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
ノート、行動観察、提出物等

〇 〇

○ ○

２

学

期

【知識・技能】
ワークシート、ノート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
ノート、行動観察、提出物等

○

合計

105

〇 26

定期考査 ○ ○ ○ 1



高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（１組：好住・西塚 ） （２組：工藤・西塚） （３組：工藤・好住） （４組：秋澤・好住） （５組：西塚・工藤）

数学 数学A
数学 数学A 2

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

図形の性質、場合の数と確率について理解し、事象を数学
的にとらえたり、数学的に処理する力を身につける。

数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数
学的に考察する能力を培う。

数学を活用しようとする態度、数学的論拠に基いて
判断しようとする態度を養う。

最新数学A　数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 基本的な計算問題を正確に解く処理能力を身につける。

問題解決の道筋を考えたり説明ができるようにする。

演習やワークシートに積極的に取り組み、数学の面白さを知ろうとする。

態 配当
時数

１

学

期

【知識及び技能】
①共通部分，和集合，補集合を求めること
ができる。
②要素を書き並べて表して，集合の要素の
個数を求めることができる。
③順列の用語，記号，公式を理解し，利用
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
①ベン図を利用して集合を図示すること
で，要素の個数を考察することができる。
②具体的な問題を通じて，どのような場合
に順列の考え方が適用できるかを見極める
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①集合を考えることで，日常的な事柄など
を，集合の要素の個数として数学的に数え
ようとする。
②1つの原則を決めて，樹形図などを利用し
て，もれなく重複することなく数えようと
する。

・指導事項
第１章　場合の数と確率
第１節　場合の数
・集合
・要素の個数
・樹形図
・順列

・教材
最新数学A
パラレルノート数学A

【知識・技能】
ワークシート、ノート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
ノート、行動観察、提出物等

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

【知識及び技能】
①組合せの用語，記号，公式を理解し，利
用できる。
②組分けの問題を処理できる。
③同じものを含む順列の総数を求めること
ができる。
④確率の定義に基づき，事象の確率を求め
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①特殊な条件が付く組合せを，見方を変え
たり別なものに対応させたりして処理する
ことができる。
②試行の結果を事象としてとらえ，事象を
既知の集合と結びつけて考えることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①組合せの考え方を利用して，図形の個数
や同じものを含む順列の総数などが求めら
れることに興味・関心をもつ。
②和事象，積事象，排反，空事象，確率の
基本性質を集合と関連づけて考察しようと
する。

・指導事項
第１章　場合の数と確率
第１節　場合の数
・組み合わせ
・組み合わせの利用
第２節　確率
・確率の意味
・和事象と余事象
・独立試行

・教材
最新数学A
パラレルノート数学A

【知識・技能】
ワークシート、ノート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
ノート、行動観察、提出物等

○ ○ ○ 11

定期考査 ○ ○ ○

○ ○ ○ 1

1

２

学

期

【知識及び技能】
①重心・外心・内心の性質を用いて，具体
的な問題を処理できる。
②チェバ・メネラウスの定理を用いて，線
分比を求めることができる。
③円に内接する四角形の性質を用いて，角
の大きさを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①図形の性質を証明するのに，間接的な証
明法である同一法を適用することができ
る。
②三角形の外接円と四角形の外接円の違い
を認識し，円に内接する四角形の性質や四
角形が円に内接する条件を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
①重心・外心・内心の作図に関心を持つ。
②チェバ・メネラウスの定理の証明方法に
関心をもつ。
③三角形の外接円と四角形の外接円の違い
を認識し，円に内接する四角形の性質や四
角形が円に内接する条件を考察しようとす
る。

・指導事項
第２章　図形の性質
第１節　三角形の性質
・重心・外心・内心
・チェバ・メネラウスの定理
第２節　円の性質
・円周角と中心角
・内接する四角形

・教材
最新数学A
パラレルノート数学A

【知識・技能】
ワークシート、ノート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
ノート、行動観察、提出物等

○ ○ ○ 14

定期考査

定期考査 ○ ○ ○

12

定期考査 ○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
①円の接線の性質を用いて，辺や線分の長
さを求めることができる。
②方べきの定理を用いて，線分の長さを求
めることができる。
③2円の位置関係に5つの場合があることを
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
①円と直線の位置関係に3つの場合があるこ
とを理解している。
②接線と弦の作る角についての定理の証明
方法を理解する。
③2円の位置関係を，動的な面から観察する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①方べきの定理は，円周角の定理や円に内
接する四角形の性質などを用いて証明され
ることに関心をもつ。
②2つの円の位置関係の判定条件として，中
心間の距離と半径の関係について，積極的
に考察しようとする。

・指導事項
第２章　図形の性質
第２節　円の性質
・円と接線
・接弦定理
・方べきの定理
・２つの円
第３章　数学と人間の活動
・約数・倍数
・素数と素因数分解

・教材
最新数学A
パラレルノート数学A

【知識・技能】
ワークシート、ノート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
ノート、行動観察、提出物等

1

合計

３

学

期

【知識及び技能】
①公約数，最大公約数の意味を理解し，そ
れらを求めることができる。
②素因数分解を利用して最大公約数を求め
る方法を理解している。また，互いに素の
意味を理解し，2つの整数が互い素であるか
どうか判定できる。
③1次不定方程式の特殊解を求め，それによ
りすべての整数解を求めることができる。
④1次不定方程式の特殊解を求め，それによ
りすべての整数解を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の記数法を古代の記数法と比較し，特
徴を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
①互除法の計算を逆にたどることにより，1
次不定方程式の整数解の1つを必ず見つけら
れる優秀性に関心をもつ。
②互除法の計算を逆にたどることにより，1
次不定方程式の整数解の1つを必ず見つけら
れる優秀性に関心をもつ。

・指導事項
第３章　数学と人間の活動
・不定方程式
・最大公約数、最小公倍数
・ユークリッドの互除法
・記数法

・教材
最新数学A
パラレルノート数学A

【知識・技能】
ワークシート、ノート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
ノート、行動観察、提出物等

〇 〇

70

〇 17

定期考査



高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（１組：古館　） （２組：古館　） （３組：古館　） （４組：古館　） （５組：古館　）

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

定期考査において各単元の知識、理解度から判
断する。

定期考査において各単元の知識、理解度から判
断する。

実験、実習において積極性、正確性、協調性か
ら判断する。

東京書籍　新編　化学基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】定期考査において各単元の知識、理解度から判断する。

定期考査において各単元の思考力、判断力から判断する。

実験、実習において積極性、正確性、協調性から判断する。

態
配当
時数

１
学
期

物質の成分
【知識及び技能】
　物質の成分を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の成分を分ける方法を考え
　ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　実験において正しく分離するこ
　とができる。

・物質の成分
・純物質と混合物
・蒸留

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　実験態度、実験レポート、提出物

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

混合物の分離と精製
【知識及び技能】
　混合物の理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　混合物の分離方法を考えること
　ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　実験において正しく分離するこ
　とができる。

・ろ過
・再結晶
・昇華法

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　実験態度、実験レポート、提出物

○ ○ ○ 14

定期考査 ○ ○

〇 〇 1

1

２
学
期

物質の三態
【知識及び技能】
　物質の三態を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　状態変化の意味を理解できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　実験において物質の三態の違い
　を体感できる。

・物質の三態
・熱運動
・状態変化

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　実験態度、実験レポート、提出物

〇 〇 〇 14

定期考査

定期考査
○ ○

３
学
期

原子の構造
【知識及び技能】
　原子を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　原子の構造を想像できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　実験で原子の構造と静電気の
　関係を正しく理解できる。

・原子
・電荷
・静電気

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　実験態度、実験レポート、提出物

〇 〇

14

定期考査 〇 〇 1

周期表
【知識及び技能】
　周期表の意味を理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
　電子配置と周期表の関係を理解
　できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　実験で性質の周期性を正しく理
　解できる。

・電子配置
・周期表
・元素の周期性

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　実験態度、実験レポート、提出物

〇 〇 〇

合計

70

〇 9

定期考査 〇 〇 1



年間授業計画　

高等学校 令和７年度（１学年用) 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者： （１組～6組　馬場　神谷　小嶺　池田）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

仲間と協力し、様々な種目に積極的に取り組む。

保健体育 体育
保健体育 体育 3

現代高等保健体育（大修館書店）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】体力を高める運動の意義と、高め方及び競技のルール等を理解する。

技能の段階に応じて、課題解決のための目標を設定し、練習を工夫できるようにする。

思

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・運動の主体的、合理的、計画的な実践に関する具
　体的な事項やスポーツの推進及び発展に寄与する
　ための事項について理解している。
・生涯を通してスポーツの推進及び発展に必要な
　技能を身につけている。

・学習する運動について、チームや自己の動き
　を分析して、良い点や修正点を指摘している。
・課題解決の過程を踏まえて、チームや自己の
　新たな課題を発見している。
・体力や技能の程度、性別等の違いを超えて、仲間
とともに運動を楽しむための調整をしている。

・体育の学習に主体的に取り組もうとしている。
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど、
　健康・安全を確保している。
・フェアなプレイを大切にしようとしている。
・作戦などを話し合う場面で、合意形成に貢献しよ
うとしている。

45

態
配当
時数

１
学
期

①運動の合理的、計画的な実践を通
して、運動の楽しさや喜びを深く味
わい、生涯にわたって運動を豊かに
継続すること
　ができるようにするため、運動の
多様性や体力の必要性について理解
するとともに、それらの技能を身に
付けるように
　する。
②生涯にわたって運動を豊かに継続
するための課題を発見し、合理的、
計画的な解決に向けて思考し判断す
るとともに、
　自己や仲間の考えたことを他者に
伝える力を養う
③運動における競争や協働の経験を
通して、公正に取り組む、互いに協
力する、自己の責任を果たす、参画
する、
　一人一人の違いを大切にしようと
するなどの意欲を育てるとともに、
健康・安全を確保して、生涯にわ
たって継続して
　運動に親しむ態度を養う

・ラジオ体操

・体ほぐしの運動

・体力テスト

・バドミントン

・ 水泳

・柔道

・ダンス

【知識・技能】

・運動の主体的、合理的、計画的な実践に関
する具体的な事項やスポーツの推進及び発展
に寄与するための事項について理解してい
る。
・生涯を通してスポーツの推進及び発展に必
要な技能を身につけている。

【思考・判断・表現】

・学習する運動について、チームや自己の動
き
　を分析して、良い点や修正点を指摘してい
る。
・課題解決の過程を踏まえて、チームや自己
の
　新たな課題を発見している。
・体力や技能の程度、性別等の違いを超え
て、仲間とともに運動を楽しむための調整を
している。

【学びに向かう力、人間性等】

・体育の学習に主体的に取り組もうとしてい
る。
・危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、
　健康・安全を確保している。
・フェアなプレイを大切にしようとしてい
る。
・作戦などを話し合う場面で、合意形成に貢
献しようとしている。

○ ○ ○ 39

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

２
学
期

・水泳

・サッカー

・バスケットボール

・バレーボール

・柔道

〇 〇 〇

合計

105

３
学
期

・長距離走

・球技

〇 〇 〇 21



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（１組：神谷　　） （２組：馬場　　） （３組：馬場　　） （４組：馬場　　） （５組：神谷　　）

保健体育 保健
保健体育 保健 1

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深
めるとともに、技能を身につける。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて思考し判断をするとともに、目的や
状況に応じて他者に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える
環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を
営む態度を養う。

現代高等保健体育　大修館書店

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他社に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に浸しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

態 配当
時数

１

学

期

A 単元健康の考え方と成り立ち
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○ 1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

2

C 単元生活習慣病の予防と回復
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○ 2

B 単元私たちの健康のすがた
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○

2

E 単元がんの治療と回復
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○ 1

D 単元がんの原因と予防
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○

2

定期考査
○ ○ 1

F 単元運動と健康
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○

○ 3

H 単元休養・睡眠と健康
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○ 2

G 単元食事と健康
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○

○ ○ 2

J 単元飲酒と健康
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○ 2

I 単元喫煙と健康
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○

1

L 単元精神疾患の特徴
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○ 2

K 単元薬物乱用と健康
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○

1

N 単元精神疾患からの回復
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○ 2

M 単元精神疾患の予防
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○ 1

1

3

学

期

O 単元現代の感染症
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○ 2

P 単元感染症の予防
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

定期考査
○ ○

２

学

期

1

R 単元健康に関する意思決定・行動選択
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○ 2

Q 単元性感染症・エイズとその予防
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○

合計

35

1

まとめ課題

○ ○ 1

S 単元健康に関する環境づくり
【知識及び技能】単元について理解を深め生活に
実践できる知識を深める。【思考力、判断力、表
現力等】単元の課題を発見し解決に向けて考え他
者に伝える力を養う。【学びに向かう力、人間性
等】この単元で学んだことを生かし自他の健康の
保持増進を実践する生活を営む態度を養う。

・教科書を用いた単元学習
・単元をまとめたプリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
小テスト・定期考査等で理解度を確認する。
【思考・判断・表現】
授業での質疑応答、課題プリントの記入状況等から判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に参加する意欲、提出物の内容、提出状況等から判断する。 ○ ○ ○



年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽Ⅰ 2

ＭＯＵＳＡ１

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などどの関わり及び音楽を理解する

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することを目指す

主体的に幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む。

（　1組：福島優子）（２組：福島優子） （３組：福島優子） （４組：福島優子） （　５組：福島優子）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

音楽Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて
理解している。

音色・リズム・速度・教材・形成を知覚し、
それらの働きを感受しながら、どのように歌うかに
ついて表現意図を持っている。

曲想と音楽の構造や歌詞との関わりに関心を
持ち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り
組み音楽を愛好する心情を育てる。

○

曲に相応しい発声、言葉の発音、体の使い方
などに留意して歌い、表現に必要な技能を身
につける。
学習記録とワークシート

○ ○ ○ 8

知 思 態

配
当
時
数

A 単元
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や歌詞
【思考力、判断力、表現力等】
音色・リズム・速度・強弱を知覚す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
指揮者になってみる

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

A 単元
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や歌詞
【思考力、判断力、表現力等】
音色・リズム・速度・強弱を知覚す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱の学習活に取り組む

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇

〇

音楽を形作っている要素や要素同士の関連を
知覚し、それらの働きに注目しながら鑑賞
し、指揮者になる。
歌のテスト
学習記録とワークシート ○ ○ ○ 10

曲について調べたり意見を交換したりして曲
想と音楽の構造や歌詞をイメージをもって試
行錯誤しながら表現を工夫する。
学習記録とワークシート

○ ○ ○ 8〇

1学期の総括で個別実技テストを行う

○ ○ ○ 8

２
学
期

A 単元
【知識及び技能】
曲想とギターの関わり
【思考力、判断力、表現力等】
曲に相応しい奏法、体の使い方
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって表現の工夫

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等
・ギター
・ドラムスティック 〇 〇

A 単元
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や歌詞。
【思考力、判断力、表現力等】
音色・リズム・速度・強弱を知覚す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱の学習活に取り組む

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や歌詞
【思考力、判断力、表現力等】
音色・リズム・速度・強弱を知覚す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱の学習活に取り組む

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

10

A 単元
【知識及び技能】
曲想とギターの関わり
【思考力、判断力、表現力等】
曲に相応しい奏法、体の使い方
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって表現の工夫

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等
・ギター
・ドラムスティック 〇 〇 〇

物語のあらすじや歌詞の内容、登場人物
の心情などを理解し、曲に相応しい表現を工
夫して歌う。

学習記録とワークシート ○ ○

〇

曲に相応しい奏法、体の使い方などに留意し
て演奏し、表現に必要な技能を身につける
。
学習記録とワークシート
ギター練習記録とギターテスト ○ ○

３
学
期

A 単元
【知識及び技能】
主体性を発揮しながら技術を身につ
ける
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形作っている要素
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって表現の工夫

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等
・ギター
・ドラムスティック 〇 〇 〇

表現を工夫して合唱に取り組む姿勢

学習記録とワークシート
歌のテスト

○

A 単元
【知識及び技能】
主体性を発揮しながら技術を身につ
ける
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形作っている要素
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって表現の工夫

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等
・ドラムスティック

〇 〇 〇

表現を工夫して合唱に取り組む姿勢

学習記録とワークシート
歌のテスト

○ ○ ○

8

合
計

70

○

○ 10

○ ○ 8



年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

高校生の美術Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

（１組：厚木寛子） （２組：厚木寛子） （３組：厚木寛子） （４組：厚木寛子） （５組：厚木寛子）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるととも
に、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すことが
できるようにする。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなど
について考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価
値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたり
することができるようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美
術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に
親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

○

・観察したものを平面上に表現するために必要な技術がみにつ
いている。【知識及び技能】
・モチーフを表現するのに適切な構図、鉛筆の濃淡やタッチで
描くことができている。【思考力、判断力、表現力】
・描くことに主体的に取り組み、美術的な感性を高めることが
できる。【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ ○ 6

知 思 態

配

当

時

数

C わたしのごちそう
【知識及び技能】
　グラデーションや色彩論など、今まで学んだ
ことを活かした制作ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題の意図を理解し表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
　魅力のある食べ物を表現し、制作に熱心に取
り組むことができる。

・指導事項
　画面構成
・教材
参考作品（教科書）、絵の具

○

B 色彩基礎
【知識及び技能】
　色の持つ性質や特徴を学び、絵の具を適切に
扱うことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　色の持つ性質や特徴を理解し、効果的な配色
ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　色についての感性を高める。

・指導事項
三原色、色相環、絵の具の使い方
・教材
ワークシート、資料、絵の具

○

○ ○ 13

・適切な配色、絵の具の扱いができている。【知識及び技能】
・色の性質を理解した配色を心掛けている。【思考力、判断
力、表現力】
・集中して作業に取り組むことができている。【学びに向かう
力、人間性等】

○ ○ 8

○ 2

２
学
期

F 寄木の木箱
【知識及び技能】
　寄木の技法を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　実際に使用することを考えデザインすること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　寄木の特徴を学び、それについての工夫の仕
方など、感性を高めることができる。

・指導事項
制作工程の説明・技術指導
・教材
プロジェクター、木材、ボンド、クランプ、ヤ
スリ

○ 〇

D 鑑賞
【知識及び技能】
　絵の具を適切に扱いきれいな画面をつくるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　伝えたいことを効果的に伝えるためのデザイ
ンができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　主題を選び、工夫して制作できる。

・指導事項
人の作品を鑑賞する
・教材
参考作品（教科書）、ワークシート、振り返り
シート

○ ○

１
学
期

A デッサン基礎
【知識及び技能】
　デッサンについて、基礎的な技能を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　画面上でモチーフがどのように描かれれば魅
力的かを考え、構図やタッチを工夫できるよう
になる。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的にモチーフのもつ魅力や特徴を感じる
ことができるようになる。

・指導事項
鉛筆の削り方、クロッキー、デッサン
・教材
鉛筆、カッター、スケッチボックス

○

29

D 鑑賞
【知識及び技能】
　実際に使用することを念頭においたデザイン
を行うことができている
【思考力、判断力、表現力等】
　伝えたいことを効果的に伝えるためのデザイ
ンができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　主題を選び、工夫して制作できる。

○

・学んだことを活かした制作ができている。【知識及び技能】
・風景画魅力的な構図、色彩で画面上に表現されている。【思
考力、判断力、表現力】
・ごちそうに魅力を感じ、描く対象を選ぶことができている。
【学びに向かう力、人間性等】

○

・制作の条件を理解し、制作に必要な要素を習得できている。
【知識及び技能】
・主題が適切且つ効果的に伝わるデザインになっている。【思
考力、判断力、表現力】
・主題を選び、それを表現するために、意欲的に制作に励んで
いる。【学びに向かう力、人間性等】 ○ ○

○

・寄木の工程を体験し、作品として完成させることができてい
る。【知識及び技能】
・寄木の技法を踏まえて、効果的なデザイン、ができている。
【思考力、判断力、表現力】
・木箱としての様々な工夫があり、その数だけ適切な表現や工
夫があることを学ぶことができている。【学びに向かう力、人
間性等】

○ ○

・絵の具の使い方、レタリング色面分割など、制作に必要な要
素を習得できている。【知識及び技能】
・主題が適切且つ効果的に伝わる構図になっている。【思考
力、判断力、表現力】
・主題を選び、それを表現するために、意欲的に制作に励んで
いる。【学びに向かう力、人間性等】 ○ ○

○

○ 2

合
計

70

○ ○ ○ 10

・指導事項
人の作品を鑑賞する
・教材
参考作品（教科書）、ワークシート、振り返り
シート

〇

３
学
期

B 色で趣味嗜好を表現しよう！
【知識及び技能】
　色の持つ性質や特徴を学び、絵の具を適切に
扱うことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　色の持つ性質や特徴を理解し、効果的な配色
ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　色についての感性を高める。

・指導事項
ワークシートを用いた色彩研究
・教材
スケッチボックス、参考作品（教科書）

○ ○

・制作の条件を理解し、制作に必要な要素を習得できている。
【知識及び技能】
・主題が適切且つ効果的に伝わるデザインになっている。【思
考力、判断力、表現力】
・主題を選び、それを表現するために、意欲的に制作に励んで
いる。【学びに向かう力、人間性等】



年間授業計画

高等学校 令和７年度　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 様々な視点から芸術の世界を感受し、その美しさを表現する

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 書道の幅広い活動を通して、書の伝統と文化に関わる資質・能力を育成する。

漢
仮

漢 仮

芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

東京書籍　　書道Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】書の表現方法や形式、多様性などを理解し書の伝統に基づき、表現するための基礎技能を身に着ける。

書のよさや美しさを感受し、伝統と文化の意味や価値を考え、味わうことができるようにする。

、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

（1組：金澤　） （２組：金澤） （３組：金澤　　）（４組：金澤　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現方法や形式、多様性などを理解すると
ともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基
づき、表現するための基礎技能を身に着ける。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいた構
想・表現の工夫が出来るとともに、伝統と文化
の意味や価値を考え、味わうことができるよう
にする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高めることができ、心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養う。

○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、授
業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に評価
する。

○ ○ ○ 2

知 思 態

配
当
時
数

C　楷書・雁塔聖教序・自書告身
【知識及び技能】
　楷書の用筆・運筆の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　太細の使い分けができる
【学びに向かう力、人間性等】
　古典の特徴を捉えようとする

・教材
　テキスト・書道用具

○

B　楷書・孔子廟堂碑、九成宮
【知識及び技能】
　楷書の用筆・運筆の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　引き締まった線と字形
【学びに向かう力、人間性等】
　古典の特徴をを捉えようとする

・教材
　テキスト・書道用具

○

○ ○ 10

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、授
業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に評価
する。

○ ○ ○ 14○

○ 4

２
学
期

A 行書・蘭亭序・風信帖
【知識及び技能】
　行書の用筆・運筆の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　線の連続と省略の習得
【学びに向かう力、人間性等】
　古典の特徴を捉えようとする

・教材
　テキスト・書道用具

○

D　楷書・牛橛造像記
【知識及び技能】
　楷書の用筆・運筆の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　方背の習得
【学びに向かう力、人間性等】
　古典の特徴を捉えようとする

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

１
学
期

A 書写から書道へ
【知識及び技能】
　書写と書道の違いについて
【思考力、判断力、表現力等】
　書道の基本用筆の学習

・教材
　テキスト・書道用具

○

20

B　草書・真草千字文
【知識及び技能】
　草書の用筆・運筆の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　草書の点画の崩し方を理解する
【学びに向かう力、人間性等】
　古典の特徴を捉えようとする

○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、授
業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に評価
する。

○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に評価する。

○ ○

○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に評価する。

○ ○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、授
業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に評価
する。

○ ○

○

B　漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
　古典に基づいた技能の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　紙面構成等で自己表現できる
【学びに向かう力、人間性等】
　他人の作品を鑑賞し美を評価でき
る

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

○ 4

○ ○ ○

8

合
計

70

○ ○ ○ 8

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

３
学
期

A 仮名
【知識及び技能】
　仮名の成立と基本用筆
【思考力、判断力、表現力等】
　単体仮名と連綿の習得
【学びに向かう力、人間性等】
　日本独自の発達について理解

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に評価する。

出席状況、提出物の有無、提出物の達成度、授業態度、意欲関心を平常点とし、総合的に評価する。



年間授業計画

高等学校 令和７年度      教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

（１組：興梠・芝宮） （２組：成田・興梠） （３組：芝宮・興梠） （４組：興梠・成田） （５組：成田・芝宮）

外国語 英語コミュニケーションⅠ
外国語 英語コミュニケーションⅠ 3

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
一定の支援を受けながら、英語を聞いたり、読んだり、やり取りしたり、発表
したり、書いたりするための知識・技能を身につける。

一定の支援を受けながら、英語を聞いたり、読んだり、やり取りしたり、発表した
り、書いたりするための思考・判断・表現力を身につける。

積極的に英語を聞いたり、読んだり、やり取りしたり、発表したり、書いた
りしようとする。

『All Aboard! English Communication Ⅰ』（東京書籍）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにお
いて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを
的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養
う。

１
学
期

Lesson1
【知識及び技能】
過去形の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の朝食についての英文を読み、自分や相手の意見を
英語でやり取りする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発
表したり、書いたりしようとする。

Lesson1 [Breakfast Around the World]
Get Ahead UNIT1

〇 〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

〇

〇

〇

【知識及び技能】
過去形の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の朝食についての英文を読み、自分や相手の意見を英語でやり
取りしている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発表したり、
書いたりしようとしている。
他：授業中の取り組み、提出物、定期考査等

○ ○ ○ 8

思 態

配

当

時

数

評価規準 知

【知識及び技能】
進行形の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
クオッカについての英文を読み、自分や相手の意見を英語でやり取
りしている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発表したり、
書いたりしようとしている。
他：授業中の取り組み、提出物、定期考査等

○ ○ ○ 7

Lesson2
【知識及び技能】
進行形の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
クオッカについての英文を読み、自分や相手の意見を英
語でやり取りする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発
表したり、書いたりしようとする。

Lesson2[Australia's qute Quokkas]
Get Ahead UNIT1

〇 〇 〇 〇

○ ○ 1定期考査

【知識及び技能】
助動詞の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
三陸鉄道についての英文を読み、自分や相手の意見を英語でやり取
りしている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発表したり、
書いたりしようとしている。
他：授業中の取り組み、提出物、定期考査等

○ ○ ○ 8

Lesson3
【知識及び技能】
助動詞の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
三陸鉄道についての英文を読み、自分や相手の意見を英
語でやり取りする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発
表したり、書いたりしようとする。

Lesson3[A train Driver in Sanriku]
Get Ahead UNIT2

〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
to不定詞の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ウユニ塩湖についての英文を読み、自分や相手の意見を英語でやり
取りしている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発表したり、
書いたりしようとしている。
他：授業中の取り組み、提出物、定期考査等

○ ○ ○ 7

Lesson4
【知識及び技能】
to不定詞の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
ウユニ塩湖についての英文を読み、自分や相手の意見を
英語でやり取りする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発
表したり、書いたりしようとする。

 Lesson4 [A Miracle Mirror]
Get Ahead UNIT2

〇 〇 〇 〇

○ ○ 1定期考査

11

Lesson6
【知識及び技能】
受け身の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
江戸時代の浮世絵についての英文を読み、自分や相手の
意見を英語でやり取りする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発
表したり、書いたりしようとする。

Lesson6[A Funny Picture from the Edo
Period]
Get Ahead UNIT3

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
受け身の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
江戸時代の浮世絵についての英文を読み、自分や相手の意見を英語
でやり取りしている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発表したり、
書いたりしようとしている。
他：授業中の取り組み、提出物、定期考査等

○

〇 〇

【知識及び技能】
動名詞の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
長浜高校水族館部についての英文を読み、自分や相手の意見を英語
でやり取りしている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発表したり、
書いたりしようとしている。
他：授業中の取り組み、提出物、定期考査等

○ ○ ○

Lesson5
【知識及び技能】
動名詞の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
長浜高校水族館部についての英文を読み、自分や相手の
意見を英語でやり取りする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発
表したり、書いたりしようとする。

Lesson5 [Learning From the Sea]
Get Ahead UNIT3

〇 〇 〇

○ ○ 11

○ 1

Lesson7
【知識及び技能】
比較表現の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
アンネフランクについての英文を読み、自分や相手の意
見を英語でやり取りする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発
表したり、書いたりしようとする。

Lesson7[A Diary of Hope]
Get Ahead UNIT4

〇 〇 〇 12〇 〇

【知識及び技能】
比較表現の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
アンネフランクについての英文を読み、自分や相手の意見を英語で
やり取りしている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発表したり、
書いたりしようとしている。
他：授業中の取り組み、提出物、定期考査等

○ ○ ○

定期考査 ○

○ ○ 1

Lesson8
【知識及び技能】
現在完了の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
ロボットカフェについての英文を読み、自分や相手の意
見を英語でやり取りする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発
表したり、書いたりしようとする。

Lesson8 [A Door to a New Life]
Get Ahead UNIT4

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
現在完了の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ロボットカフェについての英文を読み、自分や相手の意見を英語で
やり取りしている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発表したり、
書いたりしようとしている。
他：授業中の取り組み、提出物、定期考査等

○

【知識及び技能】
名詞を後ろから修飾する分詞の意味と用法を理解し、活用する技能
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
プラスチック問題についての英文を読み、自分や相手の意見を英語
でやり取りしている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発表したり、
書いたりしようとしている。
他：授業中の取り組み、提出物、定期考査等

合
計

３
学
期

Lesson9
【知識及び技能】
名詞を後ろから修飾する分詞の意味と用法を理解し、活
用する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
プラスチック問題についての英文を読み、自分や相手の
意見を英語でやり取りする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発
表したり、書いたりしようとする。

Lesson9[Fighting Plastic Pollution]
Get Ahead UNIT5

〇 〇

２
学
期

定期考査

Lesson10
【知識及び技能】
関係代名詞の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
平和と共生の大切さについての英文を読み、自分や相手の意見を英語でや
り取りする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発表したり、書いた
りしようとする。

文法の総復習

Lesson10 [Pigs from across the Sea]
Get Ahead UNIT6
英文の仕組み１～３
文法のまとめ１～３

〇 〇

○ ○ 12

定期考査

105

○ ○ ○ 15

○ 9○ ○

〇 〇

1

〇 〇 〇

【知識及び技能】
関係代名詞の意味と用法を理解し、活用する技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
平和と共生の大切さについての英文を読み、自分や相手の意見を英
語でやり取りしている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し、英語を聞いたり、読んだり、発表したり、
書いたりしようとしている。
他：授業中の取り組み、提出物、定期考査等

〇 〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和７年度      教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

（１組：芝宮・興梠） （２組：永野・芝宮） （３組：永野・芝宮） （４組：芝宮・永野） （５組：興梠・守田）

外国語 論理・表現Ⅰ
外国語 論理・表現Ⅰ 2

論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

①言語や運用についての知識を身につけ，理解すること
ができる。

①聞いたり読んだりして，情報や考えなどを的確に理解する
ことができる。
②話したり書いたりして，情報や考えなどを適切に伝えるこ
とができる。

①積極的にコミュニケーションを図りながら学習する
ことができる。

MY WAY　Logic and Expression Ⅰ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】 基礎的な文法事項を理解し、使うことができる。

学習したテキストの内容を理解し、自分の考えを表明することができる。

授業に積極的に参加し、積極的にコミュニケ－ションを図ろうとする。

１
学
期

単元　Lesson 1
【知識及び技能】
　be動詞の適切な判断・使用方法の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　<主語＋動詞＋…> の構造，天候などを表す it を用い
て正しい英文で表現
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　<主語＋be動詞(一般動詞)＋…> の構造
・教材
　教科書／サブノート／英文プリント／小
テスト／Exerciseプリント
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集

〇 〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

○

〇

○

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容を理解するこ
とができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用いた表現を行
うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業に参加し、自ら
の考えを精査している(授業態度）

〇 〇 〇 6

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容を理解するこ
とができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用いた表現を行
うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業に参加し、自ら
の考えを精査している(授業態度）

○ ○ ○ 6

単元　 Lesson 2
【知識及び技能】
　動詞の適切な判断・使用方法の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　表現したい内容に合致した適切な意味をもつ動詞を用
いて表現
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　<be動詞、一般動詞の過去形>
・教材
　教科書／サブノート／英文プリント／小
テスト
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集

〇 ○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容を理解するこ
とができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用いた表現を行
うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業に参加し、自ら
の考えを精査している(授業態度）

○ ○ ○ 6

単元　 Lesson 3
【知識及び技能】
　動詞の適切な判断・使用方法の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　表現したい内容に合致した適切な意味をもつ動詞
を用いて表現
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　<現在完了形>
・教材
　教科書／サブノート／英文プリント／小
テスト
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集

〇 ○ 〇 〇

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容を理解するこ
とができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用いた表現を行
うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業に参加し、自ら
の考えを精査している(授業態度）

○ ○ ○ 6

単元　 Lesson 4
【知識及び技能】
　動詞の適切な判断・使用方法の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　表現したい内容に合致した適切な意味をもつ動詞
を用いて表現
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　<現在完了形>
・教材
　教科書／サブノート／英文プリント／小
テスト
・一人２台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集

〇 ○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

16

定期考査 ○

〇 〇

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容を理解するこ
とができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用いた表現を行
うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業に参加し、自ら
の考えを精査している(授業態度）

○ ○ ○

単元　 Lesson 5,6
【知識及び技能】
　助動詞・不定詞の適切な判断・使用方法の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　表現したい内容に合致した適切な意味をもつ動詞
を用いて表現
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　<助動詞>、<不定詞>の構造
・教材
　教科書／サブノート／英文プリント／小
テスト／Exerciseプリント
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集

〇 ○ 〇

○ 1

単元　 Lesson 7,8
【知識及び技能】
　動名詞、後置修飾、比較表現の適切な判断・使用
方法の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　表現したい内容に合致した適切な意味をもつ動詞
を用いて表現
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　<動名詞>、<後置修飾>、＜比較表現＞の
構造
・教材
　教科書／サブノート／英文プリント／小
テスト／Exerciseプリント
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集

〇 ○ 〇 〇 〇

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容を理解するこ
とができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用いた表現を行
うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業に参加し、自ら
の考えを精査している(授業態度）

○

1○ ○

２
学
期

○ ○ ○ 9

定期考査

３
学
期

単元　 Lesson 9,10
【知識及び技能】
　関係代名詞、関係副詞の適切な判断・使用方法の
理解
【思考力、判断力、表現力等】
　表現したい内容に合致した適切な意味をもつ動詞
を用いて表現
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　<動名詞>、<後置修飾>、＜比較表現＞の
構造
・教材
　教科書／サブノート／英文プリント／小
テスト／Exerciseプリント
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集

〇 ○ 〇 〇 〇

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容を理解するこ
とができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用いた表現を行
うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業に参加し、自ら
の考えを精査している(授業態度）

○ ○ 16

定期考査

合
計

70

○ ○ 1



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

情報技術を適切に活用することから情報社会に主体的に参画することができる。

（ 1組：坂本・加藤） （ 2組：坂本・加藤） （ 3組：坂本・加藤） （ 4組：坂本・加藤） （ 5組：坂本・加藤）

最新情報Ⅰ 実教出版

情報

【 知　識　及　び　技　能 】 情報機器などを活用した効果的なコミュニケーションの実現，情報社会との関わり方について理解できる。

問題の発見・解決に向けて情報を主体的に収集、判断、発信して適切に応用することができる。

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための知識につ
いて理解し，技能を身に付けているとともに，情報化の進展す
る社会の特質及びそのような社会と人間との関わりについて理
解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問題の発見・解決に
向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に用いている。

情報社会との関わりについて考えながら，問題の発
見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用し，
自ら評価し改善しようとしている。

態
配当
時数

１
学
期

A 情報社会と私たち
【知識及び技能】
　情報社会における知識と法を理解し適切に活
用する。
【思考力、判断力、表現力等】
ビッグデータの活用例や情報の特性を理解し、
SNSコミュニケーションの注意点と情報技術の安
全な活用方法を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
情報技術を活用し、社会課題解決に向けた提案
ができる。

・情報社会の現状、情報の特性、情報のモラル
と情報化が個人に及ぼす影響、知的財産権、社
会の中で利活用されている情報技術について理
解する。
・他人の著作物を適切に利用したり，自分の著
作物を公開したりする方法を理解する。
・個人情報とプライバシーについて理解し，そ
れらを保護する方法を身に付ける。
・さまざまな情報技術について理解し，課題解
決の方法について考える。

【知識・技能】
・情報の活用・保護・法の理解を基に適切に行動できる。
【思考・判断・表現】
・ビッグデータの活用例を具体的に説明し、情報の特性やSNSコ
ミュニケーションの注意点を論理的に理解しているかどうかを
評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報活用の意識と改善提案を具体的に示せる。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

15

定期考査
○ ○ 1

B メディアと情報デザイン
【知識及び技能】
　メディアの特性を理解し、効果的に活用でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報伝達に適したメディアを選び、効果的に
表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的にメディアを活用し、効果的な情報発
信を行う。

・メディアには種類があることを理解し，メ
ディアの発達について知る。
・メディアの特性について理解し，目的に応じ
たメディアを選択することができる。
・コミュニケーションの形態には違いがあるこ
とを理解する。
・インターネットを活用したコミュニケーショ
ンの特徴、社会の中で利用されている情報デザ
イン、情報を正確に，わかりやすく伝える方
法、報告書やレポート，論文を作成するための
手順、プレゼンテーションの手順とスライド作
成、Webページ作成の方法ついて理解する。

【知識・技能】
・メディアを適切に分類し、表現方法を工夫できる。
【思考・判断・表現】
・情報メディアの選択とデザインに配慮して伝達できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自らのメディア活用を改善し、効果的な伝達を行える。

○ ○ ○

２
学
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
学
期

C システムとデジタル化

【知識及び技能】
　コンピュータの仕組みやデータ処理の原理を
理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　デジタル情報の表現方法や圧縮技術を理解
し、適切に活用できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　デジタル情報を主体的に理解し、活用できる
ようになる。

・コンピュータの演算の仕組み、数値や文字を
デジタル化する方法を理解する。
・コンピュータの構成と動作の仕組み、ソフト
ウェアの種類とインタフェース、アナログとデ
ジタルの違い、2進数と情報量の関係、コン
ピュータでの数値の計算方法、音声をデジタル
で表現する方法、静止画や動画をデジタルで表
現する方法、情報のデータ量を小さくする方法
について理解する。

【知識・技能】
・計算の仕組みやデータ圧縮について説明できる。
【思考・判断・表現】
・情報機器や圧縮方法を適切に選択し、データを表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・デジタル化された情報を適切に取り扱い、理解する。

〇

定期考査
○

〇 10

D モデル化とデータ活用

【知識及び技能】
 問題解決の手順を理解し、データ分析を実行で
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
　問題解決の手順に基づき、適切なデータを収
集・整理し解決案を導出できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　 問題解決に積極的に取り組み、グループ活動
に貢献する。

・問題解決の手順、問題の発見の方法、問題を
明確化する方法、解決案を検討したり整理・分
析したりする方法、合意形成を目指した解決案
を決定する方法、実行した解決案を評価する方
法、データを収集したり整理したりする方法、
表計算ソフトの活用方法について理解する。
・データを適切なグラフや図に表現する方法を
理解する。

【知識・技能】
・問題を整理し、データ分析を活用して解決案を提案できる。
【思考・判断・表現】
・問題解決の計画立案からデータ分析まで実行できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・問題解決のためのグループ活動に積極的に参画する。

〇 〇 〇 14

〇

○ 1

E　ネットワークと情報システム

【知識及び技能】
 通信方式やセキュリティの重要性を理解し実践
できる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
 LAN構成やセキュリティ対策を適切に判断し、
実行できる。

【学びに向かう力、人間性等】
 ネットワーク構成やセキュリティの改善策を提
案し実行する。

・情報通信ネットワークの構成、ネットワーク
を効率的に利用するための取り決め、Webページ
とメールの仕組み、ネットワークを通じてデー
タを効率よく転送する工夫、脅威に対するさま
ざまな安全対策、情報セキュリティを確保する
方法と技術、情報を安全に取り扱うための技術
について理解する。

【知識・技能】
・通信技術の違いとセキュリティ対策を説明できる。
【思考・判断・表現】
・ネットワーク構築とセキュリティ対策を適切に行える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・セキュリティ対策を積極的に実施し、リスク軽減に貢献す
る。

〇 〇 〇 10

合計

70

10

定期考査
○ ○ 1

F アルゴリズムとプログラム

【知識及び技能】
　アルゴリズムとプログラミングの基本を理解
し応用できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　基本的なアルゴリズムを設計・表現し、効率
的なプログラムを作成できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　アルゴリズムを主体的に考え、プログラム作
成に取り組む。

・アルゴリズムを用いてプログラムを表現する
方法を理解する。
・プログラミング言語の種類とその特徴につい
て理解する。
・変数を使用したプログラムを作成する。

【知識・技能】
・アルゴリズム設計とプログラム作成を実践できる。
【思考・判断・表現】
・アルゴリズムの設計とプログラム作成を実践できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・プログラム作成において試行錯誤を通じて改善できる。

〇 〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和７年度      教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（１組：興梠・神谷） （２組：白戸・羽鳥） （３組：芝宮・内田） （４組：馬場・坂本） （５組：相本・西塚）

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間
総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人と社会のかかわりについて理解と知識を得
て、将来の生き方に役立てる。

他者と意見を交わし協働する姿勢を身に付け
る。

自ら学ぶ方法や態度を身に付ける。

人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】人と社会のかかわりについて理解と知識を得て、将来の生き方に役立てる。

他者と意見を交わし協働する姿勢を身に付ける。

自ら学ぶ方法や態度を身に付ける。

３章　働くことの意義 ・働くことの意義や目的（働くこ
との意義や目的、社会への貢献に
ついて考え、自己の進路について
の考えを深める。）

○ ○ ○ 2

態
配当
時数

１
学
期

１章　人間関係を築く

２章　学ぶことの意義

・自己理解と他者理解（人間関係
を築くことの意義を理解する。）

・自分にとって学ぶことにはどの
ような意味があるか（学ぶことの
意義を考え、自己の生き方を考え
ることにつなげる。）

【知識・技能】
社会の様々な活動内容を理解しているか。
調べ・まとめ・発表ができたか。
【思考・判断・表現】
社会的活動の意義や自己の生き方について考
えを深めることができているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
活動に主体的に参加しているか。
【方法】
70％･･･出席状況
30％･･･①課題やノートの提出状況
　　　 ②グループ学習やペアワークへの 参
加等、授業中の態度

○ ○ ○ 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

４章　役割と責任

５章　マナーとルール

・奉仕活動、清掃活動（清掃活動
を通し、地域に貢献することの大
切さやその意義について考え
る。）
・自分にとって学ぶことにはどの
ような意味があるか（学ぶことの
意義を考え、自己の生き方を考え
ることにつなげる。）

【知識・技能】
社会の様々な活動内容を理解しているか。
調べ・まとめ・発表ができたか。
【思考・判断・表現】
社会的活動の意義や自己の生き方について考
えを深めることができているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
活動に主体的に参加しているか。
【方法】
７０％･･･出席状況
３０％･･･①課題やノートの提出状況
　　　　 ②グループ学習やペアワークへの参
加等、授業中の態度

○ ○ ○ 3

６章　スマートフォン時代のコミュ
ニケーション

・スマートフォンと共に生きる現
代において必要とされるものと
は、何かを考える。（スマート
フォンの必要性と、適切な使用方
法について考える。）

定期考査

○ ○ ○ 2

定期考査

２
学
期

７章　選択し、行動する

８章　チームを動かす力

９章　ワーク・ライフ・バランス

・よりよい選択をし、行動するた
めには、どうすればよいのか（自
ら選択し、考え、行動する責任に
ついて考える。）
・チームで活動するときには、ど
のような力が必要なのかを考える
（チームで成し遂げることについ
て考え、今後の行事等で活かせる
ようにつなげる。）
・自分が理想とするワーク・ライ
フ・バランスを実現するには、ど
うしたらよいのかを考える。

【知識・技能】
社会の様々な活動内容を理解しているか。
調べ・まとめ・発表ができたか。
【思考・判断・表現】
社会的活動の意義や自己の生き方について考
えを深めることができているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
活動に主体的に参加しているか。
【方法】
７０％･･･出席状況
３０％･･･①課題やノートの提出状況
　　　　 ②グループ学習やペアワークへの参
加等、授業中の態度

6

10章　お金の意義

11章　消費者市民社会

12章　支え合う社会

・お金はどのような意義をもつの
かを考える。（お金の意義を考
え、収支の管理を学び、今後生活
していくうえでの重要性を学
ぶ。）
・社会や環境などに配慮した消費
とは、どのようなものなのかを考
える。（SDGsの観点から消費につ
いて考え、他のSDGsについても考
えさせる。）
・なぜ、人は助け合い、支え合う
のかを考える。

6

３
学
期

13章　地域社会を築く

14章　自然と人間の関わり

15章　 科学技術と生命倫理

・地域社会は、誰が何のために、
築くのかを考える。

・「自然と上手に関わって生き
る」とは、どういうことなのかを
考える。

・「科学技術の進歩」の中で、
「いのちの問題」をどう考えれば
よいのかを考える。

【知識・技能】
社会の様々な活動内容を理解しているか。
調べ・まとめ・発表ができたか。
【思考・判断・表現】
社会的活動の意義や自己の生き方について考
えを深めることができているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
活動に主体的に参加しているか。
【方法】
７０％･･･出席状況
３０％･･･①課題やノートの提出状況
　　　　 ②グループ学習やペアワークへの参
加等、授業中の態度

35

6

16章　 文化の多様性

17章　 グローバル化が進展する社
会

18章　 国際平和を築く

19章　 主権者・成年としての権利
と責任

・世界に様々な文化があること
は、私たちに何をもたらすのかを
考える。
・グローバル化が進展する社会の
中で、何を大切にして生きていけ
ばよいのかについて考える。
・対立から国際平和を考える上
で、大切なことは何かについて考
える。
・国を動かす主権をもち、成年に
なるということは、我々にとっ
て、どういうことなのかについて
考える。

7

合計


